
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
九
回
）

・
万
葉
集
に
は
古
代
の
日
本
の
歴
史
に
大
き
く
影
響
し
た
人
物
の
歌
が
あ
る
。

「藤
原
広
嗣

ふ
じ
わ
ら
の
ひ
ろ
つ
ぐ

の
歌
」

－
藤
原
朝
臣
広
嗣

ふ
じ
わ
ら
の
あ
そ
ん
ひ
ろ
つ
ぐ

、
桜
の
花
を
娘
子

を

と

め

に
贈
る
歌
一
首
―

こ
の
花
の

一
枝

ひ

と

よ

の
う
ち
に

百
種

も
も
く
さ

の

言こ
と

ぞ
こ
も
れ
る

お
ほ
ろ
か
に

す
な

 
 
 
 

巻
八
―
１
４
５
６ 

 

作
者

藤
原
広
嗣

（
解
説
）
こ
の
花
の
一
枝
の
う
ち
に
は
君
へ
の
沢
山
の
言
葉
が
籠
っ
て
い
る
。

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
よ
う
に
。

―
娘
子

を

よ

め

の
和こ

た

ふ
る
歌
一
首
―

こ
の
花
の

一
枝

ひ

と

よ

の
う
ち
は



百
種

も
も
く
さ

の

言こ
と

持
ち
か
ね
て

折
ら
え
け
ら
ず
や

巻
八
―
１
４
５
７

娘
子

（
解
説
）
こ
の
花
の
一
枝
は
、
貴
方
の
言
う
た
く
さ
ん
の
言
葉
の
重
さ
に
耐
え
か

ね
て
、
折
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
こ
の
二
首
は
「
春
の
相
聞
」
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
若
き
頃
の
作
者
・

藤
原
広
嗣
と
乙
女
の
恋
歌
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
当
時
は
広
嗣
に
と
っ

て
短
い
人
生
の
な
か
で
一
番
良
い
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

・
千
田
稔
著
「
平
城
京
の
風
景
」」
に
よ
る
と
こ
の
歌
が
詠
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る

天
平
時
代
は
そ
の
名
の
と
お
り
に
天
下
が
安
定
し
て
い
た
の
は
、
平
城
京
（
奈

良
）
に
天
然
痘
が
猛
威
を
ふ
る
う
天
平
九
（
七
三
七
）
年
頃
ま
で
で
あ
ろ
う
。

こ
の
恐
ろ
し
い
病
の
た
め
に
、
当
時
中
央
政
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
平
城
京
遷

都
に
関
わ
っ
た
藤

原

ふ
じ
わ
ら
の

不
比

ふ

ひ

等と

の
息
子
四
兄
弟
（
武
智

む

ち

麻
呂

ま

ろ

、
房
前

ふ
さ
さ
き

、
宇
合

う
ま
か
い

、

麻
呂
）
が
次
か
ら
次
へ
と
こ
の
世
を
去
っ
て
行
く
。
藤
原
氏
に
と
っ
て
は
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
打
撃
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
述
べ
て
い
る
。

・
藤
原
広
嗣
（
～
７
４
０
年
）
は
、
こ
の
四
兄
弟
の
一
人
で
後
期
難
波
宮
造
営
の



責
任
者
で
万
葉
集
に
歌
が
残
る
藤
原
宇
合

ふ
じ
わ
ら
の
う
ま
か
い

の
長
子
で
、
天
平
一
〇
（
七
三
八
）

年

大
宰
少
弐

だ
ざ
い
の
し
ょ
う
に

と
な
っ
て
大
宰
府
に
赴
任
し
た
。
大
宰
少
弐
と
い
っ
て
も
、
大
宰

だ
ざ
い
の

帥そ
ち

な
ど
の
上
官
が
赴
任
し
な
か
っ
た
の
で
大
宰
府
ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
っ
た
。

・
藤
原
四
兄
弟
没
後
の
中
央
政
界
で
は
、
政
治
の
実
権
は
藤
原
氏
か
ら
橘
氏
へ

と
移
っ
て
行
っ
た
。
橘

諸

兄

た
ち
ば
な
の
も
ろ
え

が
首
班
と
な
っ
て
政
界
を
主
導
し
、
遣
唐
留
学

僧
・
留
学
生
と
し
て
唐
の
先
進
文
明
を
豊
富
に
身
に
つ
け
て
帰
国
し
た
玄
昉

げ
ん
ぼ
う

や

吉
備
真
備

き

び

の

ま

き

び

が
、
聖
武
天
皇
に
重
要
さ
れ
て
政
治
に
手
腕
を
振
る
っ
て
い
た
。
そ

れ
に
不
満
を
持
っ
た
藤
原
広
嗣
は
、
玄
昉
・
吉
備
真
備
の
排
除
を
求
め
て
、
つ

い
に
天
平
１
２
（
七
四
〇
）
年
に
挙
兵
し
た
。
世
に
い
う
「
藤
原
嗣
の
乱
」
で

あ
る
。

広
嗣
は
、
大
宰
府
管
内
の
兵
士
を
動
員
し
大
軍
を
率
い
て
中
央
政
府
軍
と
福
岡

県
北
九
州
市
八
幡
区
に
そ
び
え
る
皿
倉
山
（
標
高
６
２
２
ｍ
）
を
水
源
と
し
て

関
門
海
峡
に
注
ぐ
「
板い

た

櫃び
つ

川
」
で
対
峙
し
た
が
、
結
局
戦
い
に
敗
れ
、
海
外
へ

の
逃
亡
を
試
み
た
が
失
敗
、
地
誌
「
鏡
村
史
」
に
は
一
説
と
し
て
肥
前
国
東
松

浦
郡
（
現
・
佐
賀
県
東
松
浦
・
唐
津
地
方
）
で
広
嗣
を
処
刑
し
た
と
あ
る
。

・
乱
の
背
景
に
は
、
四
兄
弟
が
一
斉
に
病
死
し
、
次
の
世
代
の
四
家
の
人
材
が

ま
だ
高
位
に
昇
ら
な
い
中
で
の
藤
原
氏
の
危
機
感
が
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
こ

の
乱
の
失
敗
に
よ
り
、
藤
原
氏
の
立
場
は
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
乱



は
中
央
の
宮
廷
に
大
き
な
動
揺
を
与
え
、
そ
の
影
響
は
乱
平
定
の
後
も
な
か
な

か
収
ま
ら
な
か
っ
た
。

・
こ
の
乱
が
引
き
金
と
な
っ
て
聖
武
天
皇
は
、
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
に
平
城

京
を
は
な
れ
て
恭
仁
京
（
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
）
、
難
波
宮
（
大
阪
市
）
、
そ

し
て
紫
香
楽
宮
（
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
）
と
遷
都
を
続
け
、
ふ
た
た
び
平
城
京

に
も
ど
っ
た
の
は
天
平
１
７
（
七
四
五
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
の
説
が
あ
る
。

・
ま
た
、
・
地
誌
「
鏡
村
史
」
等
に
は
、
そ
の
後
も
都
で
は
災
い
事
が
し
ば
し

ば
起
こ
り
、
広
嗣
の
た
た
り
と
い
わ
れ
人
々
を
恐
れ
さ
せ
た
が
、
吉
備
真
備
の
肥

前
国
司
着
任
を
機
会
に
、
天
平
勝
宝
四
（
七
五
二
）
年
、
勅
命
を
も
っ
て
広
嗣
最

後
の
地
、
松
浦
に
向
か
わ
せ
、
鏡
社
に
二
ノ
宮
（
一
の
宮
は
神
功
皇
后
を
祀
る
。
）

を
創
建
し
て
広
嗣
を
祀
り
慰
め
た
。
と
あ
る
。

・
「
鏡
神
社
」
は
唐
津
湾
の
東
側
に
そ
び
え
る
唐
津
の
シ
ン
ボ
ル
「
鏡
山
」
（
別

称
・
「
大
宰
府
管
内
志
」
に
は
領
巾
振
峯
と
も
松
浦
山
と
も
い
う
。
ま
た
、
ど
の

方
角
か
ら
見
て
も
同
じ
形
に
見
え
る
の
で
、
地
元
で
は
七
面
山
の
名
も
あ
る
。
）

の
西
山
麓
、
東
は
福
岡
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
佐
賀
県
東
松
浦
郡
浜
玉
町
に
接

す
る
旧
鏡
村
の
中
央
に
鎮
座
す
る
。



（
写
生
地
）

・
「
藤
原
広
嗣
」
を
祀
る
鏡
神
社
（
佐
賀
県
唐
津
市
鏡
字
宮
の
原
１
８
２
７
）

二
の
宮
を
描
く
。
（
杏
花
）

・（
鏡
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
―

Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
「
虹
の
松
原
駅
」
南
西
約
２
キ
ロ
）

◎
さ
ら
に
、
藤
原
広
嗣
の
郷
里
、
奈
良
に
は
奈
良
市
街
地
の
南
東
方
に
あ
る
春
日

山
原
始
林
に
続
く
御
笠
山
の
西
麓
に
鎮
座
し
藤
原
氏
の
氏
神
を
祀
る
春
日
大
社

の
南
方
に
位
置
す
る
奈
良
市
高
畠
町
に
あ
る
新
薬
師
寺
の
南
側
に
あ
り
、
大
同
元

（
八
〇
六
）
年
に
新
薬
師
寺
の
鎮
守
と
し
て
「
南
都
鏡
神
社
」
が
鎮
座
さ
れ
た
が



祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
「
藤
原
広
嗣
」
は
処
刑
さ
れ
た
地
と
伝
え
ら
れ
る
唐
津
の
鏡

神
社
か
ら
勧
請
（
分
霊
）
さ
れ
、
祀
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
写
生
地
）
奈
良
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
南
都
鏡
神
社
本
殿
を
描
く
。

・
本
殿
は
、
一
間
社
春
日
造
、
桧
皮
葺
で
あ
る
。
本
殿
は
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）

年
、
春
日
大
社
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
で
、
奈
良
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

春
日
大
社
の
本
殿
は
、
傍
で
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
こ
こ
で
は
春
日
造
り
の

建
築
様
式
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
神
社
建
築
観
察
に
は
貴
重

な
建
築
物
で
あ
る
。（
池
田
杏
花
）

（
参
考
文
献
）
・
「
鏡
神
社
」
角
川
・
日
本
地
名
大
辞
典
・
佐
賀
県
・
佐
藤
信
著
「
古
代
日
本
の
歴
史
」

・
千
田
稔
著
「
平
城
京
の
風
景
」
・
「
鏡
村
史
」
等


